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ご挨拶
2022年 12⽉

森下先⽣並びにOB・OG、現役⽣の皆
様、平素より⼤変お世話になっており
ます。森下ゼミナール4年、⽉報編集
⻑の⽊村拓郎です。

初めに先⽉、先々⽉号につきまして、
原稿執筆並びに配信に不備があり、申
し訳ありませんでした。今年の7⽉に
⽉報の配信を開始させていただきまし
たが、編集⻑として⾄らない点が多
く、運営⽅針や配信頻度について、あ
やふやなままになっておりました。今
⼀度、ゼミ⽣の⽉報担当で情報共有を
⾏い、よりよいご報告ができるよう善
処いたします。

さて、早速ではございますが、今⽉号
より⽉報のデザインの刷新を⾏いまし
た。これまでの殺⾵景な⽂書ではな
く、皆様にとって⽉報が時に楽しく、
時にためになるようなレポートとなる
よう、これからもクオリティの向上に
努めてまいります。

編集⻑
経済学科3年 ⽊村 拓郎 



12⽉号では、岐⾩県多治
⾒市、⼟岐市を中⼼とす
る、⽇本の陶磁器の⼀⼤
産地にて⾏なった東濃調
査についてご報告させて
いただきます。

⽟川窯業株式会社
協業組合⼟岐⾼根製陶

執筆者コメント
編集⻑コメント
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東濃地域は、岐⾩県の多
治⾒市、⼟岐市、瑞浪市
を中⼼とする、⽇本の陶
磁器産業を⽀える⼀⼤産
地です。

岐⾩県の多治⾒市や⼟岐市、瑞
浪市などを指す「東濃地域」
は、良質な粘⼟や⽯に恵まれた
ことから、戦後の復興期を⽀え
た陶磁器産業の⼀⼤産地として
栄えてきました。しかし現在
は、⽣活様式の変化やモノの多
様化、外国製品の流⼊により、
右肩下がりに衰退しつつある斜
陽産業となっています。

本レポートでは、以上のような
厳しい状況下において、様々な
取り組みを⾏う企業様について
ご報告させていただきます。

東濃地域 調査報告
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総括
⽟川窯業株式会社

�当社の創業は1957（昭和32）年
で、創業当初からモザイクタイル
（⼀辺50㎝以下のタイルのこと）
を中⼼としたタイルの開発・製造・
販売に取り組んできました。ヒアリ
ングを受けていただいたのは、
2021（令和3）年10⽉に代表取締役
社⻑に就任した中島且貴⽒（以下、
中島⽒）です。

�今回は当社のチャレンジ精神に焦
点を当てています。まず先代社⻑が
⾏った新製品開発や販路拡⼤に関す
る取組について、次に現在の経営環
境と当社の社⾵について、最後に中
島⽒による新たな取組についてご紹
介いたします。

⽟川窯業株式会社はモザ
イクタイル発祥の地であ
る多治⾒市笠原町で60年
以上、タイルの開発・製
造・販売に取り組んでき
た企業です。
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 ⽟川窯業株式会社①

�はじめに、先代社⻑が⾏った「カルセラ」
という新素材を活⽤した新製品開発につい
てお話します。カルセラとは当社が開発し
た、⽔に浮かぶほど軽量なタイルのことで
す。軽量であることのメリットとして、職
⼈ではない⼀般の⼈でも扱いやすいこと
や、タイルを張り付けた壁にかかる負荷が
少なく、耐久性が向上することなどが挙げ
られます。
�この軽量さを実現しているのは、発泡セラ
ミックという原料です。原料メーカーによ
り発泡セラミックが開発された当初、多く
のタイルメーカーから注⽬を集めました。
しかし、この原料は扱いが⾮常に難しく、
多くのメーカーは実⽤化を断念しました。
当社は試⾏錯誤を続け、⽇本で唯⼀、発泡
セラミックを使⽤した製品の量産体制を実
現させたメーカーとなりました。

�次に、販路拡⼤の取組についてです。当
社は元々、タイル業界では⼀般的である、
地元や産地の問屋を介する形態のみで販売
を⾏っていました。しかし、「カルセラ」
の開発を機に、⼀般消費者による購⼊が可
能であるモール型ECサイトによる販売を
開始しました。ECサイトによる販売は、
当時のタイルメーカーとして初めての試み
でした。2005（平成17）年には⾃社型EC
サイトによる販売も開始し、現在では売上
全体の30％をECサイト経由で売り上げる
までに成⻑させました。

このように、当社はカルセラの開発やEC
サイトによる販売などタイル業界内におい
て先進的な取組を⾏ってきました。

先代社⻑の取組み

※軽量タイルを用いた
メモリアルタイル
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 ⽟川窯業株式会社②

�現在、当社が置かれている経営環境は昔に⽐
べて厳しいものとなっています。上のグラフ
は、経済産業省による「⽣産動態統計調査」
から⼀部抜粋して作成したもので、2000（平
成12）年から2020（令和2）年までのタイル
の⽣産量の推移を⽰したものです。タイルの
国内⽣産量は、バブル期であった1990（平成
2）年頃をピークに減少傾向となり、現在は
当時の約2割程度に留まっています。タイル
メーカーの数についても現在はピーク時の約
10分の1まで減少しています。
また、最近では円安によりガスや粘⼟などの
タイル製造に使⽤される原料の価格が⾼騰し
ています。このように厳しい状況のタイル業
界で当社が⽣き残るためには、さらに新しい
取組が必要であると中島⽒は考えています。

�当社ではチャレンジを続けるため⼤事に
している価値観が2つあります。1つ⽬は、
失敗を恐れずやってみることです。従業員
は失敗をしても怒られることはありませ
ん。代わりに失敗の原因や解決⽅法などを
書いた「改善シート」を提出することにな
っています。この制度により、従業員は積
極的にチャレンジすることができます。
�2つ⽬に、⾃⽴することです。前述した、
問屋を介さないECサイトによる販売は⾃
⽴の1つの例です。また、⼯場内には他社
製の機械のほかに⾃社で製作した機械が多
く⾒られます。必要な機械は⾃社で制作す
るという姿勢を持つことにより、顧客から
特殊な要望にも柔軟に対応することができ
ています。

経営環境と社⾵
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 ⽟川窯業株式会社③

�中島⽒は従業員の声をより⼀層活かそう
と考えています。先代社⻑は⾃ら考えた
アイデアをトップダウンで従業員に伝え
る⽅式をとっていました。これに対し中
島⽒は、衰退する業界を⽣き抜くために
はより豊富なアイデアが必要であると考
え、ボトムアップで現場からアイデアを
集めることを重視することにしました。
⼯場内には、従業員の声をもとに製作し
た製品のプロトタイプが置かれていま
す。また、先述した「改善シート」の活
⽤も従業員の声を聞くためのツールとな
っています。

⼀⽅で先代から変わらず受け継いでいるこ
とは、⼈だからこそできる仕事に拘ること
です。タイルの製造には「焼成」という、
積み上げたタイルを窯の中で焼く⼯程があ
ります。この際、温度センサーを⽤いて窯
の温度を管理しますが、センサーが表⽰す
る温度には実際の温度と微妙なズレがあ
り、このズレは仕上がりに差を⽣みます。
当社ではそのようなズレに対応するため、
センサーと従業員の⽬のダブルチェックで
温度を管理しています。また、炎の様⼦か
ら温度を推測する技は⾔葉ではなく⾝体で
覚えるしかありません。最近の世の中では
あらゆることの機械化・マニュアル化が進
んでいますが、当社では機械技術と職⼈技
を融合し、⾼い品質を維持しています。

中島⽒による新たな取組み
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総括
協業組合�⼟岐⾼根製陶

当初は協同組合として1967（昭和
42）年設⽴されました。設⽴から5
年後、協業組合へと体系を変え、⽇
本初の協業組合となりました。協業
組合化によって陶磁器⽣産量を急激
に伸ばし、⾼度経済成⻑期の需要増
⼤に対応することができました。

現在、肥⽥地区の陶磁器⾷器の国内
シェアは5割を超えており、当組合
では1⽇に最⼤4万個⽣産すること
ができる⽣産システムを備えていま
す。このような経緯から、当組合は
設⽴から現在に⾄るまで、陶磁器⾷
器製造界のリーダー的役割を果たし
てきました。

当組合は、⾼度経済成⻑
期に⾷器の需要増⼤に対
応することを⽬的とし
て、陶磁器製造業11社が
集まりスタートしまし
た。
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 協業組合�⼟岐⾼根製陶①

陶磁器は、⼤きくわけて陶器と磁器に分
類されています。その分類⽅法は複数あ
りますが、その1つとして原料に⼤きな
違いがあります。陶器は「⼟物」と呼ば
れ、陶⼟という粘⼟が原料です。⼀⽅
で、磁器は「⽯物」と呼ばれ、陶⽯とい
う⽕⼭岩からできた⽯粉が使⽤されてい
ます。また、⽯粉には⻑⽯や珪⽯といっ
た種類があり、これらは陶器にも使⽤さ
れています。このような原料の他にも、
製造⽅法など異なる特徴があります。
陶器と磁器の違いは3つあります。陶器
は、⼟から作られているため吸⽔性の良
さが特徴です。

また、触り⼼地はざらざらとしており、
⼈によってはあまり⼼地よく感じないか
もしれません。⼀⽅の磁器は、主な原料
が⽯のため吸⽔性がなく、しっとりとな
めらかな触り⼼地をしています。両者に
は、触った時の感触に⼤きな違いがある
ため、その点に注意してみると⾒分ける
ことができます。陶器と磁器には厚さの
違いもあります。陶器は⼟が主な原料の
ため硬度は低く、厚みのあるものしか作
ることができません。逆に磁器は⽯を主
な原料をしているため硬度が⾼く、薄く
作ることができるといった違いもありま
す。

陶器と磁器の違い
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 協業組合�⼟岐⾼根製陶②

この章では、絵付けにおける「プリント
技術」について紹介します。プリント技
術は、陶磁器の⼤量⽣産を可能にした1要
因であり、⾮常に重要な技術の1つです。
�初めに、絵付けとは、陶磁器に絵、模
様、柄をつける⼯程のことです。昔はこ
れを職⼈が⼿作業で⾏っていたため、1つ
作るのにも⾮常に時間が掛かっていまし
た。ですが現在は機械が普及し、機械で
絵付けできるようになりました。機械に
よる絵付けをプリントと⾔い、この技術
によって同じ模様、柄のものを⼤量に作
ることが可能となりました。

プリント技術について具体的に説明しま
す。プリント技術においてポイントとなる
のがシリコン素材の転写器です。シリコン
とはプニプニとしたべたつかない餅のよう
なものです。このシリコンに、あらかじめ
⽤紙した絵、模様、柄の型にインクを流し
たものを吸収させます。そして、そのイン
クを吸収したシリコンから陶磁器に絵を転
写して絵付け完了となります。上の写真の
右下に映っているのが転写前�で、下中央
にあるのが転写後となります。陶磁器の⼤
量⽣産を可能にした技術的要因は、多数考
えられますが、その中でもこのプリント技
術が綺麗な絵柄や模様の陶磁器の⼤量⽣産
を可能にしました。�

絵付けとプリント技術
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 協業組合�⼟岐⾼根製陶③

当組合は、新型コロナウイルスの流⾏を
きっかけに、⽣産体制を⼤きく変化させ
ました。以前は、⻑納期量産型をとって
いましたが、⼤半の企業が家内企業であ
ることから、他社との差別化を図るため
にコロナ禍をきっかけとして、短納期量
産型へと無理やり体制を変え、他社との
差別化に成功しています。
⼀⽅、短期間で⼤量⽣産するには労働⼒
が⾜りておらず、7名の技能実習⽣を雇
い、⾟うじて成り⽴っている状況です。
加えて、現在は設⽴当初の11社から4社
にまで協業企業が減少しています。
したがって、当組合の課題となっている
のは、労働⼒不⾜と次世代リーダー育成
です。

当組合が位置する肥⽥地区の陶磁器製造
業界のほとんどは家内企業です。そし
て、陶磁器業界は、冬は⾮常に寒く、夏
は⾮常に暑いなど、労働環境が過酷であ
ることから、⼥性には継承しないという
考えが古くからあります。そのため、⼥
性しか産まれなかった場合、多くの企業
が継承を諦め、廃業という選択をしてき
ました。多くが家内企業であること、そ
して継承における考え⽅によって、事業
が継承されず廃業を選択する企業が当組
合・当地区で⼤半を占めています。以上
のことから、事業継承課題を解決し、次
世代リーダーを発掘、育成することが今
後の課題であるといえます

現状と課題
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総括

執筆者コメント
3年 ⾼澤 由結

編集⻑コメント
3年 ⽊村 拓郎

読んでいただきありがとうござい
ました。私は初めて⽉報を書かせ
ていただきました。今まで、⼈に
⾒ていただくことを意識しながら
⽂章を書く機会があまりなかった
め、学ばせていただくことが沢⼭
ありました。今後、⽂章を書く
際、⾔葉の正確な意味を調べる習
慣を作っていこうと思いました。
また、このように学んだことをア
ウトプットすることで、⾃分の理
解も深めることができたため、と
ても良い経験になりました。

今回の視察会は、4年⽣の先輩⽅
が主導で我々3年⽣を牽引してく
ださる最後の視察会となりまし
た。企業様へのヒアリング調査を
⾏う過程で、3年⽣はその姿をみ
て、準備の進め⽅や段取り、ヒア
リングの進め⽅、態度などを学ば
せていただきました。
次回の3⽉1⽇から3⽇にかけて⾏
われる浜松調査では、我々3年⽣
が主導し、よい視察会にできるよ
うしっかりと準備を進めて参りた
いと思います。
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